
1
雇用維持緊急支援事
業

新型コロナウイルス感染症対策として、国が実施
する雇用調整助成金の特例措置拡大等を受け、
市内の事業所等が国の制度を活用するにあた
り、社会保険労務士等の専門家に依頼した際の
費用等に対する支援を行うとともに「なんでも総合
相談センター」に専門家を配置し、相談等への対
応を行う。

新型コロナウイルス感染症対
策により、追加・拡大された雇
用関係の助成金の申請等に関
して、社会保険労務士等に依
頼した市内の事業所等

事業継続に困っている
中小・小規模事業者等
への支援

相談件数
助成件数

市内事業所等の雇
用を維持させること
が目的であるため

○アウトプット
【目標値】相談件数：50件
【実績値】相談件数：28件
○アウトカム
【目標値】助成件数：50件
【実績値】助成件数：63件

社会保険労務士への
聞き取り（対象労働者
数）

効果を確認できる
方法として最適と考
えたため

助成件数・対象労
働者の実績値

本事業の支援により、雇用
の維持が図られたと考え
る。

4,239,800 4,100,000 R2.4.1 R3.3.18 R2補正

2
避難所感染防止対策
事業

梅雨入りを前に、指定緊急避難所を開設する場合
の感染症対策のため、必要な物資等を購入し、指
定緊急避難所に配備する。

指定緊急避難所数：74か所 マスク・消毒液等の確保
指定緊急避難場所
への配備箇所数

指定緊急避難場所
に配備・活用するこ
とで感染防止対策
に寄与するため。

○アウトプット
【目標値】74か所
【実績値】74か所

配備箇所数

指定緊急避難場所
に配備・活用するこ
とで感染防止対策
に寄与するため。

配備箇所数

指定緊急避難場所に感染
防災対策を講じ、災害時に
住民が躊躇なく避難場所
を利用できるよう必要な物
資を配備した。

3,947,016 3,900,000 R2.5.8 R3.3.10 R2補正

3
タクシーによる飲食物
宅配支援事業

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、タク
シー事業者の旅客輸送需要が激減している状況
である。また、飲食店においては、テイクアウトを
始めているもののデリバリーサービスまではでき
ない店舗も多数ある。
このような状況を踏まえ、国土交通省が特例措置
として、期間限定で、タクシー事業者による有償で
の貨物輸送を特例的に認めたことを受け、タク
シー事業者と飲食店をマッチングさせたタクシーに
よるデリバリーサービスの支援を行う。

一般社団法人宮崎県タクシー
協会延岡支部

事業継続に困っている
中小・小規模事業者等
への支援

宅配件数
目的達成に資する
回数を推定値として
設定

○アウトプット
【目標値】
　1,600件
【実績値】
　1,695件

タクシー運行業者への
聞き取り

効果を確認できる
方法として最適と考
えたため

宅配回数の実績値
タクシー事業者及び飲食
店の支援（宅配回数＝飲
食店受注数）に繋がった。

1,611,769 1,000,000 R2.4.28 R3.3.8 R2補正

4
リモート会議環境整
備事業

感染症拡大防止のため、市民や事業者が市職員
と直接対面しない形で協議する機会を増加させる
必要がある。そのため市庁舎内のリモート会議実
施可能な環境整備をさらに推進する。

延岡市 情報発信の充実
○アウトプット
月間リモート会議実
施件数

リモート会議の環境
整備であることか
ら。

○アウトプット
【目標値】  100件/月
【実績値】　概ね100件以上/月

利用状況の確認
環境整備による利
用実績を把握する
ため

目標値を達成して
いる（R3年度実績：
1,562件）

リモート会議を主催する環
境整備が出来た

1,134,320 1,100,000 R2.6.1 R3.3.8 R2補正

5
夜間急病センター内
ＰＣＲ検査室整備事
業

夜間急病センター内にＰＣＲ検査室を整備し、夜
間急病センターの業務の一部として新型コロナウ
イルスの感染の疑いのある患者の検査を行う環
境を整えることにより、感染者の早期発見と感染
拡大防止を図る。

夜間急病センター
検査体制の強化と感染
の早期発見

整備箇所数
PCR検査等の実施
体制を確保すること
が目的であるため

○アウトプット
【目標値】　整備数：1箇所
【実績値】　整備数：1箇所

検査体制の構築数

新型コロナウイルス
感染症にかかる

PCR検査等の実施
体制を確保すること
が目的であるため

検査体制の構築数

新型コロナウイルス感染症
の感染拡大防止策として、
検査機会の充実と感染者
の早期把握やまん延防止
に寄与した。

8,484,300 8,400,000 R2.5.8 R3.3.8 R2補正

6 緊急雇用創出事業

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う、休業や
解雇、内定の取消、就業中の仕事における収入
の著しい減少などにより、就労を希望する市民を
雇用することにより、生活支援を行いながら行政
サービスの向上を図る。

市民
生活に困っている世帯
や個人への支援

雇用者数 200人

他自治体のコロナ
対策事業における
目標値を参考とし
た。

○アウトプット
【目標値】雇用者数 200人
【実績値】雇用者数 181人

雇用者数の実績値 － 雇用者数の実績値

目標値である雇用者数を１
割程度下回ったが、コロナ
禍の影響を受けた市民等
の就労機会の確保やコロ
ナ関連事業への対応を行
うことができた。

129,327,821 105,000,000 R2.4.24 R3.4.23 R2補正

7
養殖経営緊急支援事
業

新型コロナウイルス感染症の感染拡大による外
食需要の急激な落ち込みに伴い、養殖魚の出荷
量も大きく減少し、出荷できない養殖魚の飼育期
間延長による掛かり増し経費が養殖業者の経営
に悪影響を及ぼしているため、飼育期間延長に伴
う掛かり増し経費のうち餌代の一部を支援し、養
殖経営の維持・安定を図る。

延岡市内で養殖業を営む経営
体

継続に困っている中小・
小規模事業者等への支
援

補助金交付後の養
殖経営体数の数

餌代を補助すること
により、養殖業者の
経営を維持させるこ
とが目的であるため

○アウトプット
【目標値】23経営体
【実績値】23経営体

地元漁協および養殖経
営体への聞き取り

効果を確認できる
方法として最適と考
えたため

２３経営体の経営維
持が図られた。

新型コロナウイルス感染症
の影響により廃業した経営
体はなく、本事業の支援に
より養殖業者の経営維持・
安定が図られた。

75,487,660 37,000,000 R2.5.1 R2.10.21 R2補正

8
新型コロナウイルス
感染症緊急対策貸付
利子補給事業

宮崎県中小企業融資制度（新型コロナウイルス感
染症緊急対策貸付）を利用する中小企業者に対
し、利用者の負担となる融資利子のうち１％に相
当する額を10年間補助する。

中小企業者等 資金繰り対策
補助件数と利子補
給額

セーフティネットの
認定状況と宮崎県
信用保証協会の保
証承諾状況を参考
にした。

○アウトプット
【目標値】
補助件数：533件
利子補給額：43,372,875円
【実績値】
補助件数：523件
利子補給額：59,141,238円

補助件数と利子補給額
の実績

資金繰り対策であ
るため、利子補給
実績とした。

補助件数と利子補
給額が目標値と同
程度かどうか。

補助件数は同程度かつ利
子補給額は目標値を上
回っているため、事業効果
が十分発現しているといえ
る。

359,266,238 359,000,000 R2.5.8 R3.3.30 R2補正

9
地元事業者緊急支援
事業

新型コロナウイルス感染症の影響が幅広い業種・
事業形態に及んでいるなか、売上が急激に減少
しているにもかかわらず、国の「持続化給付金」の
対象（売上減少率50％以上）とならない市内事業
者を緊急的に支援するため、緊急支援給付金を
支給する。

・ひと月の売上減少率が前年
同月比で25％以上50％未満と
なった市内事業者
・国の「持続化給付金」また
は、延岡市の「緊急支援給付
金」を受給した市内事業者

事業継続に困っている
中小・小規模事業者等
への支援

支援事業者数

延岡市内の事業者
数とセーフティネット
の認定状況を参考
にした

○アウトプット
【目標値】
支援事業者数：4,100者
【実績値】
支援事業者数：2,979者

支援事業者数の実績
事業継続支援であ
るため、支援事業
者数とした。

支援事業者数が目
標値と同程度かどう
か。

支援事業者数は目標値を
下回っているが、売上減少
率が25％以上の事業者を
支援したことから、事業効
果は十分発現しているとい
える。

452,915,116 445,000,000 R2.5.8 R3.3.31 R2補正

10
感染防止のためのテ
イクアウト店舗等ＰＲ
支援事業

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、市内飲
食店における３密（密閉・密集・密接）を避けるた
め、新たにテイクアウトやデリバリーサービスに取
り組む飲食店のＰＲ支援を実施する。

市内飲食店
事業継続に困っている
中小・小規模事業者等
への支援

新聞広告の掲載回
数

消費者のテイクアウ
トに対する消費意
欲を維持するため
には、数回に分け
て広告することが効
果的であると判断し
たため

○アウトプット
【目標値】掲載予定回数：2回
掲載予定店舗数：100店（2回の
合計）
【実績値】掲載実施回数：2回
掲載店舗数：103店（2回の合計）

公募による申込件数

広告掲載に対する
飲食店のニーズが
どの程度か不明で
あったため

目標にしていた100
店を上回る103店舗
を掲載

掲載申込数の103店は、目
標店舗数を上回り、事業効
果が十分発現しているとい
える。

726,000 700,000 R2.4.22 R2.6.8 R2補正

11
新型コロナウイルス
感染防止資器材整備
事業

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う、救
急業務に安全に対応するため、救急隊員等の感
染防ぎょに必要な資器材の充実・強化を図る。

延岡市 医療提供体制の強化 防護服のセット数
過年度の救急出動
件数をもとに設定

○アウトプット
【目標値】
感染防護服セット　1,070
飛沫感染防止資器材　６
【実績値】
感染防護服セット　1,070
飛沫感染防止資器材　６

コロナ陽性者（疑い含
む）及び発熱を伴う患
者搬送後の隊員の健

康状態

活動隊員の二次感
染を防ぎ、継続的な
救急活動を行うた

め

隊員の二次感染の
り患状況

救急搬送業務を行った隊
員のり患者はなかった。
（搬送件数）
コロナ陽性者（疑い含む）
３７件
発熱患者（３８℃以上）
３９６件

4,038,969 3,500,000 R2.5.8 R3.3.3 R2補正

事業完了
年月日

③　事業分類

令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業　効果検証

Ｎｏ 事業名 ①　事業の概要（目的） ②　事業対象

⑥　評価指標実績
（アウトプット、アウトカム）

【目標値】
【実績値】

総事業費

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金は、地方公共団体が地域の実情に応じて、感染症拡大防止や雇用維持・事業継続、経済活動の回復、強靱な経済活動の構築に向けたきめ細やかな事業を実施できるよう創設されました。
令和２年度において本市が当該交付金を活用して実施した各種事業の効果検証結果について公表します。

事業開始
年月日

④　設定した評価指
標

⑩　事業実績等を踏まえた
効果検証 予算区分うち交付金

⑤　評価指標の設
定根拠

⑧　検証方法の選
定根拠

⑦　効果の検証方法
※アンケート調査、聞き
取り調査、数値目標の
設定・確認等、具体的
な検証の方法について

記載してください。

⑨　事業効果の判
断指標

資料４（別紙①）
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事業完了
年月日
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（アウトプット、アウトカム）
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令和２年度において本市が当該交付金を活用して実施した各種事業の効果検証結果について公表します。

事業開始
年月日

④　設定した評価指
標

⑩　事業実績等を踏まえた
効果検証 予算区分うち交付金

⑤　評価指標の設
定根拠

⑧　検証方法の選
定根拠

⑦　効果の検証方法
※アンケート調査、聞き
取り調査、数値目標の
設定・確認等、具体的
な検証の方法について

記載してください。

⑨　事業効果の判
断指標

資料４（別紙①）

12
新型インフルエンザ
防護対策事業

小・中学校等の教育現場および市庁舎における
新型コロナウイルス感染症対策のため、マスク及
び消毒液の購入を行う。

小・中学校等の教育現場およ
び市庁舎

マスク・消毒液等の確保
マスク及び消毒液
の購入数

マスク、消毒液を確
保することで、感染
防止対策のための
配備、備蓄が可能
となるため。

○アウトプット
【目標値】マスク148,900枚
　　　　　　消毒液1,108本
【実績値】マスク148,900枚
　　　　　　消毒液1,108本

マスク及び消毒液の購
入数

マスク、消毒液を確
保することで、感染
防止対策のための
配備、備蓄が可能
となるため。

マスク及び消毒液
の購入数

小・中学校等の教育現場
及び市庁舎における新型
コロナウイルス感染症対策
に寄与した。

11,342,760 11,000,000 R2.4.1 R2.6.29 R2予備費

13
新型インフルエンザ
防護対策事業

職員の新型コロナウイルス感染症の感染防護物
品として必要な感染防護服等の購入を行う。

延岡市 マスク・消毒液等の確保
感染症防護対策
キットの購入数

感染症防護対策
キットを確保するこ
とで、感染防止対策
としての配備・備蓄
が可能となるため。

○アウトプット
【目標値】
感染症防護対策キット810キット
【実績値】
感染症防護対策キット810キット

感染症防護対策キット
の購入数

感染症防護対策
キットを確保するこ
とで、感染防止対策
としての配備・備蓄
が可能となるため。

防護対策キットの購
入数

感染症防護対策キットを購
入・活用したことにより感
染防護対策に寄与した。

2,494,800 2,400,000 R2.11.30 R3.2.19 R2当初

14
のべおか産品応援
キャンペーン事業

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、消
費が減少している本市の農林水産物等について、
生産者または事業者等がセット商品を企画し、割
引価格にて販売する場合の支援を行うことによ
り、販売促進及び地産地消の更なる推進を図る。
また、本事業を広く周知し利便性を高めるため、
特設サイトの設置及びＰＲ支援を実施する。

市内に住所を有し本市農林水
産物等（一次加工品含む）を販
売する生産者及び小売業者並
びに市内障がい者就労継続支
援事業所

事業継続に困っている
中小・小規模事業者等
への支援

セット商品の売上額
補助金交付額が農
林水産物の消費へ
とつながるため

○アウトプット
【目標値】　25,000,000円分販売
【実績値】　33,557,000円分販売

対象事業者から提出さ
れる補助事業実績報告
書及び事業者からの聞
き取りによって検証

正確かつ実態に即
した検証が行えるた
め

目標額の売上達成
及び参加事業者の
意見

参加した多くの事業者か
ら、割引キャンペーンの実
施によって、需要が落ちて
いた農林水産物等の消費
が伸びたとの報告があっ
たため、事業効果が十分
発現しているといえる。

8,105,000 8,000,000 R2.6.3 R2.9.24 R2補正

15
のべおか産品応援
キャンペーン事業

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、消
費が減少している本市の農林水産物等について、
生産者または事業者等がセット商品を企画し、割
引価格にて販売する場合の支援を行うことによ
り、販売促進及び地産地消の更なる推進を図る。
また、本事業を広く周知し利便性を高めるため、
特設サイトの設置及びＰＲ支援を実施する。

市内に住所を有し本市農林水
産物等（一次加工品含む）を販
売する生産者及び小売業者並
びに市内障がい者就労継続支
援事業所

事業継続に困っている
中小・小規模事業者等
への支援

セット商品の売上額
補助金交付額が農
林水産物の消費へ
とつながるため

○アウトプット
【目標値】　25,000,000円分販売
【実績値】　33,557,000円分販売

対象事業者から提出さ
れる補助事業実績報告
書及び事業者からの聞
き取りによって検証

正確かつ実態に即
した検証が行えるた
め

目標額の売上達成
及び参加事業者の
意見

参加した多くの事業者か
ら、割引キャンペーンの実
施によって、需要が落ちて
いた農林水産物等の消費
が伸びたとの報告があっ
たため、事業効果が十分
発現しているといえる。

3,154,000 2,800,000 R2.6.3 R2.9.24 R2予備費

16
使おやっ！のべおか
プレミアム商品券発
行事業

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止を図り
ながらも、市民による市域内での消費活動（域内
消費）を促し、地域経済の活性化を図るため、延
岡市プレミアム付商品券を発行する。また、ウイル
ス感染防止の観点から、「新しい生活様式」にお
ける電子決済の利用を促進するため、発行総額
の半額を「電子版プレミアム付商品券」とする。

市民 地域経済の活性化 換金総額

市民による市域内
での消費活動（域
内消費）を促し、地
域経済の活性化を
図ることを目的とし
ているため。

○アウトプット
【目標値】
換金総額：1,089,400,000円
【実績値】
換金総額：1,087,245,623円

換金総額の実績

市民による市域内
での消費活動（域
内消費）を促し、地
域経済の活性化を
図ることを目的とし
ているため。

換金総額が目標値
と同程度かどうか

換金総額が目標値を下
回っているが、換金率は
99.8％であり、事業効果は
十分発現しているといえ
る。

315,243,849 207,000,000 R2.7.14 R3.3.31 R2補正

17
地元事業者リモート
時代対応支援事業

新型コロナウイルス感染防止の観点から、市内の
事業所等が「新しい生活様式」等を踏まえたリ
モートワークやオンライン会議を積極的に行うな
ど、「リモート時代の波」に乗れるように、専門的な
知識を有する講師に講習等を依頼した際の費用
に対する支援を行う。また、本事業を広く周知する
ためＰＲを実施する。

市内の中小・小規模の事業所
（組合可）が、自社にとってどの
ようなソフトウェアが活用できる
か等について、専門的な知識
を有する講師に相談した場合
にかかる経費

事業継続に困っている
中小・小規模事業者等
への支援

ＩＴ・ＤＸ関係の専門
家の派遣件数

市内事業者のＩＴ・Ｄ
Ｘ化に向けた取組
状況が直結するた
め

○アウトプット
【目標値】50社
【実績値】37社

補助金の助成件数

市内事業者のＩＴ・Ｄ
Ｘ化に向けた取組
状況が直結するた
め

目標件数の約８割
の事業者がＩＴ・ＤＸ
化に向けた取組開
始

目標件数に達しなかったも
のの、8割の事業者がＩＴ・
ＤＸ化に向けた取組を開始
したことは、一定の事業効
果があったといえる。

1,404,990 1,200,000 R2.6.26 R3.3.30 R2補正

18
文化センター感染防
止対策事業

延岡総合文化センターにおける新型コロナウイル
スの感染拡大防止を図るため、空気清浄機、非接
触型体温計、及び入場時にソーシャルディスタン
スを確保するためのベルトパーテーションスタンド
を購入する。

延岡総合文化センター マスク・消毒液等の確保
事業実施後のクラ
スター発生件数

感染症予防を充分
に実施するため。

○アウトプット
【目標値】クラスター発生件数０
【実績値】クラスター発生件数０

クラスター発生件数

コロナ禍において、
当該施設の開館を
出来る限り継続す
るため。

クラスター発生件数
感染防止対策を徹底した
ことからクラスター件数０と
なった。

909,260 900,000 R2.5.26 R2.11.4 R2予備費

19
図書館感染防止対策
事業

図書館における新型コロナウイルス感染症拡大
防止のため、書籍消毒機を設置する。また、定期
的な換気の際、網戸未設置のため害虫侵入の恐
れがあるため、網戸を設置する。

図書館 マスク・消毒液等の確保
事業実施後のクラ
スター発生件数

感染症予防を充分
に実施するため。

○アウトプット
【目標値】クラスター発生件数０
【実績値】クラスター発生件数０

クラスター発生件数

コロナ禍において、
利用者へのサービ
ス提供をできる限り
継続するため。

クラスター発生件数

消毒機や網戸の設置によ
り消毒や換気を徹底するこ
とで、安心安全な利用につ
ながった。

1,689,600 1,600,000 R2.6.2 R3.1.4 R2予備費

20
避難所等環境改善事
業

国が新しい生活様式を提案する中、避難施設の
環境を改善し、新型コロナウイルスにより避難をた
めらう市民の不安を和らげ、災害時における市民
の早期避難を促すため、指定緊急避難場所に段
ボールベッド及び段ボール間仕切を設置する。

避難施設 マスク・消毒液等の確保
指定緊急避難場所
への配備箇所数

指定緊急避難場所
に配備・活用するこ
とで感染防止対策
に寄与するため。

○アウトプット
【目標値】74か所
【実績値】74か所

配備箇所数

指定緊急避難場所
に配備・活用するこ
とで感染防止対策
に寄与するため。

配備箇所数

指定緊急避難場所に感染
防災対策を講じ、災害時に
住民が躊躇なく避難場所
を利用できるよう必要な物
資を配備した。

1,287,000 1,200,000 R2.6.9 R2.7.15 R2予備費

21
GIGAスクール端末整
備事業（中学校）

新型コロナウイルス感染症の発生等による学校
の臨時休業等の緊急時に備え、ＩＣＴの活用により
全ての子どもたちの学びを保障できる環境を早急
に実現しなければならないが、新型コロナウイル
ス感染症の収束が見通せない中、一日でも早く環
境を整備する必要がある。しかしながら、全国の
自治体が一斉に整備を行っており、契約から納入
までに相当程度の時間を要することも懸念される
ことから、国の補正予算を活用し、市内の全公立
中学校の児童生徒一人一台の端末整備を前倒し
で早急に実施する。

市内中学校
リモート化等によるデジ
タル・トランスフォーメー
ションの加速

端末整備台数
1,345台
（中2～3分）

追加で整備すること
になった中2～3の
生徒数

○アウトプット
【目標値】端末購入台数1,345台
【実績値】端末購入台数1,345台

端末購入台数（納品台
数）

物品の購入のた
め、実際の購入（納
品）台数により検
証。

端末購入台数（納
品台数）

必要台数を整備すること
で、国のGIGAスクール構
想に基づく学校のICT教育
の推進に寄与することがで
きた。

61,643,287 11,000,000 R2.7.30 R3.3.5 R2補正

22
GIGAスクール端末整
備事業（小学校）

新型コロナウイルス感染症の発生等による学校
の臨時休業等の緊急時に備え、ＩＣＴの活用により
全ての子どもたちの学びを保障できる環境を早急
に実現しなければならないが、新型コロナウイル
ス感染症の収束が見通せない中、一日でも早く環
境を整備する必要がある。しかしながら、全国の
自治体が一斉に整備を行っており、契約から納入
までに相当程度の時間を要することも懸念される
ことから、国の補正予算を活用し、市内の全公立
小学校の児童生徒一人一台の端末整備を前倒し
で早急に実施する。

市内小学校
リモート化等によるデジ
タル・トランスフォーメー
ションの加速

端末整備台数
2,743台
（小1～4分）

追加で整備すること
になった小1～4の
児童数

○アウトプット
【目標値】端末購入台数2,743台
【実績値】端末購入台数2,743台

端末購入台数（納品台
数）

物品の購入のた
め、実際の購入（納
品）台数により検
証。

端末購入台数（納
品台数）

必要台数を整備すること
で、国のGIGAスクール構
想に基づく学校のICT教育
の推進に寄与することがで
きた。

125,481,852 23,000,000 R2.7.30 R3.3.5 R2補正
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事業完了
年月日

③　事業分類

令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業　効果検証

Ｎｏ 事業名 ①　事業の概要（目的） ②　事業対象

⑥　評価指標実績
（アウトプット、アウトカム）

【目標値】
【実績値】

総事業費

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金は、地方公共団体が地域の実情に応じて、感染症拡大防止や雇用維持・事業継続、経済活動の回復、強靱な経済活動の構築に向けたきめ細やかな事業を実施できるよう創設されました。
令和２年度において本市が当該交付金を活用して実施した各種事業の効果検証結果について公表します。

事業開始
年月日

④　設定した評価指
標

⑩　事業実績等を踏まえた
効果検証 予算区分うち交付金

⑤　評価指標の設
定根拠

⑧　検証方法の選
定根拠

⑦　効果の検証方法
※アンケート調査、聞き
取り調査、数値目標の
設定・確認等、具体的
な検証の方法について

記載してください。

⑨　事業効果の判
断指標

資料４（別紙①）

23
養殖漁場環境保全対
策支援事業

新型コロナウイルス感染症の感染拡大による外
食需要の急激な落ち込みに伴い、養殖魚の出荷
量も大きく減少し、出荷できない養殖魚の飼育期
間延長による掛かり増し経費が養殖業者の経営
に悪影響を及ぼしているため、飼育期間延長に伴
う掛かり増し経費のうち漁場の環境保全や防疫に
係る費用の一部を支援し、養殖経営の維持・安定
を図る。

延岡市内で養殖業を営む経営
体

継続に困っている中小・
小規模事業者等への支
援

補助金交付後の養
殖経営体数の数

生け簀の環境保全
や防疫を補助する
ことにより、養殖業
者の滞留魚の影響
を受けない経営を
維持させることが目
的であるため

○アウトプット
【目標値】19経営体
【実績値】19経営体

地元漁協および養殖経
営体への聞き取り

効果を確認できる
方法として最適と考
えたため

１９経営体の経営維
持が図られた。

新型コロナウイルス感染症
の影響により廃業した経営
体はなく、本事業の支援に
より養殖業者の経営維持・
安定が図られた。

15,200,000 15,000,000 R2.8.1 R3.3.30 R2補正

24
感染症対策休業要請
等協力・支援金給付
事業

本県で新型コロナウイルス感染者が相次いで確
認される中、県内でのさらなる感染拡大を防止す
るとともに発生地域での徹底的な封じ込めを図る
ため、県は、令和２年７月30日休業要請の対象圏
域を県下全ての圏域に拡大した。これに伴い、８
月１日～８月16日までの期間、休業・時間短縮営
業を行い、ガイドラインを遵守する事業者に対し、
県と連携して協力・支援金を支給する。

休業要請等に協力した市内飲
食店の事業者

事業継続に困っている
中小・小規模事業者等
への支援

申請件数

県の要請に協力し
た店舗数が多いほ
ど要請の目的であ
る感染拡大の防止
が達成できるため

○アウトプット
【目標値】1,600店舗
【実績値】647店舗

申請件数

効果を確認できる
具体的な指標として
最適だと考えたた

め。

目標値に対する実
績値の割合

市内飲食店の営業許可店
舗数から目標値を設定し
たが、スーパーの総菜コー
ナーなど、要請対象外の
店舗も多かった。要請対象
の飲食店については、県
の要請に多くの飲食店が
応じたことにより、感染拡
大防止に寄与したと考えて
いる。

127,179,805 73,000,000 R2.8.1 R2.12.25 R2補正

25
バスロケーションシス
テム推進補助事業

新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた地域
の移動ニーズの変化に対応するため、宮崎交通
㈱が国県の補助事業を活用して実施する、無線
通信などを利用してバスの位置情報を収集する
バスロケーションシステム導入やバスの運行・遅
延等の情報提供のための案内板の設置に合わ
せ、市内５箇所にデジタル案内板を設置する費用
に対して助成を行い、デジタル技術を積極的に活
用した新たな交通サービスの提供による利用環
境の向上をもって公共交通の確保・維持へと繋げ
る。

宮崎交通株式会社

観光・運輸業、飲食業、
イベント・エンターテイン
メント事業等に対する支
援

サイネージ設置数
　5箇所

補助対象者の事業
計画（5箇所設置）
による

○アウトプット
【目標値】
　5箇所
【実績値】
　5箇所

補助対象事業者への
聞き取り

補助対象者の事業
計画（5箇所設置）
による

補助対象者の事業
計画（5箇所設置）
による

新型コロナウイルスの感染
防止とともに、交通サービ
スへの支援による利用環
境の向上に繋げることがで
きた。

5,500,000 5,500,000 R3.3.1 R3.3.18 R2補正

26
庁内情報環境整備事
業

新型コロナウイルス感染防止を図るため、会議室
に液晶ディスプレイを設置し、リモート会議が開催
できる環境を整備する

庁舎
リモート化等によるデジ
タル・トランスフォーメー
ションの加速

○アウトプット
月間リモート会議実
施件数

環境整備であること
から、リモート会議
の件数を指標とし
た。

○アウトプット
【目標値】  100件/月
【実績値】　概ね100件以上/月

利用状況の確認
環境整備による利
用実績を把握する
ため

目標値を達成して
いる（R3年度実績：
1,562件）

リモート会議の充実が図ら
れた。

804,980 800,000 R2.10.1 R3.2.15 R2補正

27
ケーブルテレビ網光
化事業

オンライン学習をはじめ、新型コロナウイルス感染
症への対応を進めるため、「新しい生活様式」を踏
まえた「５Ｇ等の高速・大容量無線通信」の前提と
なる光ファイバーによる情報通信基盤の整備が急
務となっている。このような中、平成18年度から19
年度にかけてＣＡＴＶ未配信地域（島浦町、北方
町、北浦町、北川町等）エリア拡張工事で整備し
た設備を㈱ケーブルメディアワイワイが、国の補
正予算による高度無線環境整備推進事業を活用
して民設民営で更新する費用の一部を助成する。
　なお、当該事業は、通信分と放送分を合わせた
1芯方式によってケーブルテレビ網の光化を行うこ
ととしている。㈱ケーブルメディアワイワイにより、
のべおか市政だよりや災害情報等の放送視聴ほ
か、多チャンネル化も図られており、より多様で詳
細な情報が収集でき市民生活には欠かせない重
要な媒体となっている。また、本整備は急速に少
子高齢化で過疎化が急速に進む地域の難視聴対
策も兼ねており、８Kへの対応も含め地域間で収
集できる情報の格差を生じさせない対策にもなっ
ている。これらのことから、放送分についても交付
金を充当するものとする。

㈱ケーブルメディアワイワイ
リモート化等によるデジ
タル・トランスフォーメー
ションの加速

○アウトプット
光ファイバ整備率 総務省から示され

ている数値を活用し
た

○アウトプット
【目標値】100.00%（H30　91.36%）
【実績値】100.00%

数値目標の設定
総務省が数値を示
しているため

光ファイバ整備率
100.00%

新型コロナウイルス感染症
に対応したテレワーク等の
環境整備を始め、市民の
情報通信環境の向上によ
る利便性が大きく図られ
た。

1,157,946,000 694,298,000 R3.1.21 R4.3.25 R2補正

28
養殖活魚輸送支援事
業

新型コロナウイルス感染症の感染拡大による外
食需要の急激な落ち込みに伴い、養殖魚の出荷
量も大きく減少し、出荷できない養殖魚の飼育期
間延長による掛かり増し経費が養殖業者の経営
に悪影響を及ぼしているため、県外への活魚輸送
に係る経費の一部を支援し、滞留魚の出荷、販売
等の促進及び養殖経営の維持・安定を図る。

主たる事務所若しくは事業所
の所在地が本市にある漁業者
又は主たる事務所若しくは事
業所の所在地が本市にある製
造業者であって、市内で生産・
採取、若しくは加工された水産
物を販売する者

継続に困っている中小・
小規模事業者等への支
援

補助金交付後の養
殖経営体数の数

販路を失った水産
物を県外の新たな
販路へ流通させ、
養殖業者の経営を
維持させることが目
的であるため

○アウトプット
【目標値】10経営体
【実績値】10経営体

地元漁協および養殖経
営体への聞き取り

効果を確認できる
方法として最適と考
えたため

１０経営体の経営維
持が図られた。

新型コロナウイルス感染症
の影響により廃業した経営
体はなく、本事業の支援に
より養殖業者の経営維持・
安定が図られた。

4,970,000 4,900,000 R2.8.1 R3.2.12 R2補正

29
再開発ビルITビジネ
ス拠点化構想推進事
業

来年秋にオープン予定の延岡駅西口街区再開発
ビル内のコワーキングスペース等のＩＴフロアを本
市の新しいＩＴビジネスの拠点にすべく、ワーケー
ションなどの新しい潮流も見据えながら、本市なら
ではのソフト事業の展開や効果的な管理運営策、
企業誘致戦略などについて調査を行う。

延岡市
リモート化等によるデジ
タル・トランスフォーメー
ションの加速

利用予定者、入居
希望者からの意見
聞き取り件数

コワーキングスペー
スのコンセプトの策
定に対する指標を
設定するため

○アウトプット
【目標値】 10件
【実績値】５件

コワーキングスペース
利用者への意見（満足
度）の聞き取り

利用者の声を確認
するのが一番ふさ
わしいため

コワーキングスペー
ス利用者の満足度
が高いこと

コワーキングスペース利用
者数が現在も増加傾向に
あり、効果を発揮している
といえる。

1,980,000 1,900,000 R2.12.23 R3.3.15 R2補正
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事業完了
年月日

③　事業分類

令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業　効果検証

Ｎｏ 事業名 ①　事業の概要（目的） ②　事業対象

⑥　評価指標実績
（アウトプット、アウトカム）

【目標値】
【実績値】

総事業費

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金は、地方公共団体が地域の実情に応じて、感染症拡大防止や雇用維持・事業継続、経済活動の回復、強靱な経済活動の構築に向けたきめ細やかな事業を実施できるよう創設されました。
令和２年度において本市が当該交付金を活用して実施した各種事業の効果検証結果について公表します。

事業開始
年月日

④　設定した評価指
標

⑩　事業実績等を踏まえた
効果検証 予算区分うち交付金

⑤　評価指標の設
定根拠

⑧　検証方法の選
定根拠

⑦　効果の検証方法
※アンケート調査、聞き
取り調査、数値目標の
設定・確認等、具体的
な検証の方法について

記載してください。

⑨　事業効果の判
断指標

資料４（別紙①）

30
水郷延岡観光資源持
続化支援事業

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、今
年度は「鮎やな」架設に合わせて行っている「かわ
まち交流館」を活用した食事棟の営業が困難と
なった。しかしながら、鮎やなや鮎は、延岡のシン
ボルであることから、感染防止対策が図りやすい
屋外において鮎料理を楽しめる環境を整備する
（感染予防対策をしっかり行ったうえで実施する）
実行委員会に対し助成を行う。なお、予算の執行
については、新型コロナウイルスの感染状況等を
見極めたうえで実施する。

実行委員会

観光・運輸業、飲食業、
イベント・エンターテイン
メント事業等に対する支
援

囲炉裏席数

新しい生活様式に
対応した食事提供
の手法において
ニーズを把握する
ため。

○アウトプット
【目標値】設置予定台数：20基
【実績値】設置台数：20基
○アウトカム
【目標値】予定客数：10,000人
【実績値】客数：11,041人

料理提供事業者からの
報告

客数の把握を行っ
ているのが、料理提
供事業者であるた
め。

目標値の10,000人
を上回る11,041人
の来客があった。

コロナ禍においても来場予
定者数を超える来場者が
あり、本市の観光資源とし
ての認知度向上及び持続
化につながった。

3,623,872 3,600,000 R2.9.18 R3.3.9 R2補正

31
宿泊客緊急誘客促進
事業

新型コロナウイルス感染症拡大により、大きな影
響が出ている宿泊事業者及び飲食店事業者等を
支援するため、市内の宿泊施設へ宿泊する県民
等を対象に、市内における飲食や自然体験活動、
交通機関等で利用できる商品券を発行し、「近くて
安心・のべおか宿泊得々キャンペーン事業」を展
開する。なお、予算の執行については、新型コロ
ナウイルスの感染状況等を見極めたうえで実施す
る。

宿泊施設、利用者

観光・運輸業、飲食業、
イベント・エンターテイン
メント事業等に対する支
援

延宿泊者数及び
クーポン券換金額

宿泊事業者および
市内の飲食店事業
者等を支援するた
め。

○アウトプット
【目標値】延宿泊数　4,000泊
【実績値】延宿泊数　3,976泊
○アウトカム
【目標値】クーポン券換金額
12,000,000円
【実績値】クーポン券換金額
11,295,500円

委託業者からの実績報
告

委託業務の結果を
把握しているのが、
委託業者であるた
め。

延宿泊数3,976泊及
びクーポン券換金
額11,295,500円

市内の宿泊事業者および
飲食店事業者等を支援す
ることで、低迷した市内経
済の回復を目的に実施し
た事業であり、目標値に近
い実績であったことから、
一定の効果が得られたと
考える。

18,714,252 9,300,000 R2.9.18 R3.3.31 R2補正

32
「新しい生活様式に
適したアウトドア体験
観光」推進事業

新型コロナウイルス感染症が拡大する中、アウト
ドア体験観光は「３密」を防ぐ「新しい生活様式」に
対応した観光メニューとして全国的に注目を浴び
ている。今回のピンチの中にあっても今後に向け
た布石を打つべく、感染予防対策を行いながら、
アウトドア体験観光の誘客促進のためのコンテン
ツづくりに取り組むことで、今後のアウトドア体験
観光の受入環境整備等を行う。

NPO法人ひむか感動体験ワー
ルド

観光・運輸業、飲食業、
イベント・エンターテイン
メント事業等に対する支
援

アウトドア体験観光
プロモーション動画
及びアウトドアマッ
プの製作

本市のアウトドア観
光による魅力を発
信しすることで誘客
につなげうことを目
的としたため

○アウトプット
【目標値】動画、パンフレット各2
種類製作
【実績値】】動画、パンフレット各2
種類製作
○アウトカム
【目標値】動画：300以上のメディ
アにリリースパンフレット：1000
部以上印刷
【実績値】動画：youtubeや359メ
ディアにリリース
パンフレット：合計4000部印刷

委託業者からの実績報
告

委託業務の結果を
把握しているのが、
委託業者であるた
め。

目標値以上の結果
が得られた。

新型コロナウイルス感染症
が拡大する中、「新しい生
活様式」に適した観光メ
ニューとして注目を集めて
いるアウトドア体験観光に
ついて、動画の配信及び
パンフレットの配布を通し
て、本市のアウトドア観光
の魅力を発信することがで
きた。

8,188,860 8,100,000 R2.10.8 R3.3.25 R2補正

33
自治公民館施設等整
備助成事業

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、自
治公民館の利用自粛などを要請している状況に
おいて、地区放送設備を活用した情報連絡体制
の構築が重要となっている。さらに、感染防止の
啓発や災害時の情報など、これまで以上に、行政
からの様々な情報発信をする必要があるため、現
時点で地区放送設備の要望のある地区を対象に
整備費用を助成する。

自治公民館、自治会等 情報発信の充実
22地区の公民館へ
の設置

放送設備の未整備
地区への情報伝達
手段の拡充

○アウトプット
【目標値】　22地区
【実績値】　22地区

各地区からの要望書に
応じて設置しており、現
時点で希望している地
区について設置できた

各地区からの設置
要望書

コロナ禍による部品
納入の遅延により、
繰越となったものも
あったが、すべての
要望に対し対応した

放送設備の設置により、コ
ロナウイルスの影響による
会議、行事等の急な変更
や中止などに関する情報
について、対面によらない
伝達手段を増やすことが
できた

52,100,000 52,100,000 R2.9.18 R3.6.8 R2補正

34
学校給食施設空調設
備整備事業

学校給食センター及び学校給食調理場において、
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、空調設
備及び換気扇の整備を行う。
このことにより調理士の環境改善を図られる同時
に、安心・安全な学校給食の提供を行う。

給食センター1施設、学校給食
調理場：4校

マスク・消毒液等の確保

空調設備のない学
校給食調理場及び
給食センターの箇
所数

空調設備が整備さ
れておらず、衛生基
準を満たすことがで
きていなかったため

○アウトプット
【目標値】　５調理場
【実績値】　５調理場

設置工事の検査調書
による確認

設置工事の完工検
査による確認のた
め

５調理場に空調設
備が整備することで
市内14調理場全て
に空調設備が整備
できた。

空調設備が整備されたこと
により、より快適で衛生的
な環境で調理業務が行え
るようになった。

63,016,800 62,500,000 R2.10.2 R3.9.16 R2補正

35
社会教育センター等
リモート環境整備事
業

社会教育センター・カルチャープラザのべおかに
おいて、講師や受講生が直接対面せずに講座を
実施できるよう、リモート環境を整備する。

社会教育センター・カルチャー
プラザのべおか

リモート化等によるデジ
タル・トランスフォーメー
ションの加速

社教センター：３部
屋のLAN及びWi-Fi
設置
カルチャー施設：４
部屋のLAN及び３
部屋のWi-Fi設置
PC・タブレット等の
導入

主要室へのLAN・
Wi-Fiの設置による
オンライン会議等の
実施

○アウトプット
【目標値】
有線LAN７カ所
無線LAN6カ所
PC１台購入
タブレット20台購入
他付属品購入

【実績値】
有線LAN７カ所
無線LAN6カ所
PC１台購入
タブレット20台購入
他付属品購入

オンライン等によLAN及
びWi-Fi利用及びPC等
の貸出し。

会議等の実施につ
いての貢献

オンライン利用及び
PC等の貸出し

LAN等の設置により、コロ
ナ禍においても、オンライ
ンによって会議などが実施
できた。

4,634,495 4,600,000 R2.8.21 R3.2.16 R2予備費

36

地域ポイント制度を
活用した地域経済、
コミュニティ活性化事
業

地域において、店舗での消費におけるポイント付
与に加え、ボランティア活動・環境活動・健康促進
活動等、経済取引になじまなかったモノ、サービス
に経済的価値を付与し、有期限で、かつ、市内の
みで利用させることで、地域経済の活性化に繋げ
る地域ポイントシステムの構築を行う。

市民等
リモート化等によるデジ
タル・トランスフォーメー
ションの加速

制度導入

「地域経済の活性
化」と「市民のまち
づくり参加」を同時
に実現するための
ツールとして延岡市
独自の地域ポイント
制度を構築すること
を目的としているた
め。

○アウトプット
【目標値】システム構築・導入
【実績値】システム構築・導入完
了

「地域ポイント制度」の
システム構築

「地域経済の活性
化」と「市民のまち
づくり参加」を同時
に実現するための
ツールとして延岡市
独自の地域ポイント
制度を構築すること
を目的としているた
め。

「地域ポイント制度」
のシステムが構築
済みか

地域ポイント制度のシステ
ム構築が完了し、令和3年
度から運用を開始すること
が出来ているため、事業
効果が十分発現していると
いえる。

14,300,000 14,300,000 R2.12.18 R3.3.25 R2補正
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事業完了
年月日

③　事業分類

令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業　効果検証

Ｎｏ 事業名 ①　事業の概要（目的） ②　事業対象

⑥　評価指標実績
（アウトプット、アウトカム）

【目標値】
【実績値】

総事業費

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金は、地方公共団体が地域の実情に応じて、感染症拡大防止や雇用維持・事業継続、経済活動の回復、強靱な経済活動の構築に向けたきめ細やかな事業を実施できるよう創設されました。
令和２年度において本市が当該交付金を活用して実施した各種事業の効果検証結果について公表します。

事業開始
年月日

④　設定した評価指
標

⑩　事業実績等を踏まえた
効果検証 予算区分うち交付金

⑤　評価指標の設
定根拠

⑧　検証方法の選
定根拠

⑦　効果の検証方法
※アンケート調査、聞き
取り調査、数値目標の
設定・確認等、具体的
な検証の方法について

記載してください。

⑨　事業効果の判
断指標

資料４（別紙①）

37
教師用教科書・指導
書等購入事業（小学
校）（デジタル教材）

新型コロナウイルス感染症の影響により、臨時休
校が長引いたことから、学習の遅れを取り戻すた
め、デジタル教科書を導入し、効果的な授業と児
童の学力向上を図る。

市内小学校
学校の臨時休業等を円
滑に進めるための環境
整備

小学校教師用デジ
タル教科書123冊の
購入及び購入を希
望した小学校（18
校）への配備

小学校教師用デジ
タル教科書の購入
を希望した小学校
（18校）の購入希望
冊数の合計に基づ
いて設定

○アウトプット
【目標値】小学校教師用デジタ
ル教科書123冊購入（18校）
【実績値】小学校教師用デジタ
ル教科書128冊購入（19校）

小学校教師用デジタル
教科書の購入冊数及
び同教科書を配備した
小学校数の確認

目標値の達成状況
を確認することによ
り客観的に検証す
るため。

小学校教師用デジ
タル教科書の購入
冊数及び同教科書
を配備した小学校
数

目標値以上の冊数を購入
し、購入希望があった全て
の小学校に配備した。各
小学校の教諭からは、効
果的な授業に繋がった等
の報告が上がっており、十
分な効果が得られたものと
考えられる。

6,880,874 6,800,000 R2.12.18 R3.3.15 R2補正

38
（仮称）のべおか健康
マイレージ事業

本市独自の健康マイレージアプリ（ウオーキング
や測定、個人目標達成へのポイント付与等）を構
築し、広く市民に活用していただくことで、コロナ禍
のなかでの外出控えによる身体活動量と身体機
能の低下を防ぐとともに、withコロナ、afterコロナ
を想定した新たな健康づくりのスタイルを確立する
もの。
なお、利用者に付与したポイントについては、地元
商店街等でQRコード決済により使用できるアプリ
を別事業において構築する。

市民
リモート化等によるデジ
タル・トランスフォーメー
ションの加速

制度導入

コロナ禍において自
身の健康を管理す
ることを目的として
いるため。

○アウトプット
【目標値】システム構築・導入
【実績値】システム構築・導入完
了

「健康マイレージ制度」
のシステム構築

コロナ禍において自
身の健康を管理す
ることを目的として
いるため。

「健康マイレージ制
度」のシステムが構
築済みか

健康マイレージ制度のシス
テム構築が完了し、令和3
年度から運用を開始するこ
とが出来ているため、事業
効果が十分発現していると
いえる。

10,945,000 10,900,000 R2.12.25 R3.3.19 R2補正

39

新型コロナウイルス
感染症対策における
高齢者インフルエン
ザ定期予防接種緊急
支援事業

今冬の新型コロナウイルス感染症とインフルエン
ザの同時流行が懸念されている中、高齢者のイン
フルエンザ予防接種において、経済的な厳しさな
どから予防接種を躊躇することがないよう、インフ
ルエンザ予防接種を無償化し、高齢者に予防接
種の機会を増やすことで、高齢者の健康を保持
し、新型コロナウイルス感染症罹患時の重篤化を
防ぐ。また、インフルエンザの発熱による医療機関
受診件数の減少図ることで、新型コロナウイルス
感染症の対応を担う医療機関の負担軽減につな
げる。

・65歳以上の者
・60歳以上65歳未満で、心臓・
腎臓・呼吸器・免疫機能障がい
等により日常生活に支障があ
る者

医療提供体制の強化
インフルエンザワク
チンの接種率

過年度の実績と比
較できるようにする
ため、接種者率とし

た。

○アウトプット
【目標値】接種者数22,437人
【実績値】接種者数29,584人
○アウトカム
【目標値】接種率52.7％
【実績値】接種率69.2％

インフルエンザワクチン
の接種率

コロナ禍のでのイン
フルエンザの罹患を
防ぐため、インフル
エンザワクチンの接
種率の向上が必要

と考えたため。

インフルエンザワク
チンの接種率

インフルエンザワクチン接
種の助成（自己負担無料）
を実施し、疾病の発症及び
重症化の予防に寄与し
た。

44,376,000 42,000,000 R2.10.1 R3.2.26 R2補正

40
のべおか商店街等緊
急応援事業

新型コロナウイルス感染症の影響により、地域住
民の生活等を支える商店街への来客や商店の売
上が減少している中、商店街への人の流れを生
み出し、消費を促進することを目的に、商店街組
織等が自ら取り組む「新しい生活様式」に対応した
イベント等を支援する。

市内商店街組織等
事業継続に困っている
中小・小規模事業者等
への支援

補助件数と補助金
額

商店街への人の流
れを生み出し、消費
を促進することを目
的としているため。

○アウトプット
【目標値】
補助件数：５件
補助金額：9,000,000円
【実績値】
補助件数：７件
補助金額：3,032,240円

補助件数と補助金額の
実績

商店街への人の流
れを生み出し、消費
を促進することを目
的としているため。

補助件数と補助金
額が目標値と同程
度かどうか

支援金額が目標値を下
回っているが、支援件数は
目標値を上回っているた
め、事業効果が十分発現
しているといえる。

3,230,240 1,600,000 R2.9.18 R3.3.31 R2補正

41
感染防止のためのテ
イクアウト店舗等ＰＲ
支援事業

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、市内飲
食店における３密（密閉・密集・密接）を避けるた
め、新たにテイクアウトやデリバリーサービスに取
り組む飲食店のＰＲ支援を実施する。

市内飲食店
事業継続に困っている
中小・小規模事業者等
への支援

新聞広告の掲載回
数

消費者のテイクアウ
トに対する消費意
欲を維持するため
には、季節ごとに広
告することが効果的
であると判断したた
め

○アウトプット
【目標値】掲載予定回数：2回
掲載予定店舗数：40店（2回の合
計）
【実績値】掲載実施回数：2回
掲載店舗数：46店（2回の合計）

公募による申込件数

広告掲載に対する
飲食店のニーズが
どの程度か不明で
あったため

目標にしていた40
店を上回る46店舗
を掲載

掲載申込数の46店は、目
標店舗数を上回り、事業効
果が発現しているといえ
る。

1,237,500 1,200,000 R2.8.3 R2.12.11 R2予備費

42
新型コロナウイルス
感染防止事業

新型コロナウイルス感染症防止用の飛沫防止ス
クリーンを延岡産材を活用して製作し、庁内の窓
口カウンターに設置することで、感染防止を図ると
ともに林業の振興を図る。

延岡市 マスク・消毒液等の確保
スクリーン設置必要
台数250台

庁内の聞き取り等
により必要台数を設

定した

○アウトプット
【目標値】250台
【実績値】250台

庁内の必要カ所への設
置がなされているか確

認を行う。

来庁者が安心して
窓口を利用すること
が出来るよう必要カ
所に配備するため。

スクリーン設置台数

各課の窓口カウンターに
飛沫防止スクリーンを設置
することにより、来庁者が
安心して窓口を利用するこ
とができた。

2,381,500 2,300,000 R2.9.17 R2.10.28 R2当初

43
オンライン学習環境
整備事業

新型コロナウイルス感染症による学校の臨時休
業などの緊急時においても、ICTを活用し、家庭等
でも学び続けられる環境を整備することにより、子
供たちの学びを保障することができる。

市内小中学校35校
リモート化等によるデジ
タル・トランスフォーメー
ションの加速

未整備であった学
校へ、Webカメラ、
USBスピーカーフォ
ンをそれぞれ各１台
整備

小中学校43校の
内、小中一貫校4
校、別事業にて整
備済みであった４校
を除した学校（35
校）

○アウトプット
【目標値】市内小中学校全てに
Webカメラ、USBスピーカーフォン
各１台を整備
【実績値】市内小中学校全てに
Webカメラ、USBスピーカーフォン
各１台を整備

物品購入台数（納品台
数）

物品の購入のた
め、実際の購入（納
品）台数により検
証。

物品購入台数（納
品台数）

各校に整備することで、臨
時休業等の際に遠隔で学
校と児童生徒が円滑にや
りとりを行うことが可能と
なった。

2,694,300 2,000,000 R2.7.13 R2.11.11 R2補正

44
学校保健特別対策事
業費補助金

新型コロナウイルスの感染リスクを最小限にしな
がら学校を再開し、十分な教育活動を継続するた
め、各学校の取組に係る経費を支援することで、
学校における感染症対策の徹底、児童生徒の学
びの保障を確保する。

市内小中学校 マスク・消毒液等の確保

学校における感染
症対策の為の物品
を市内43小中学校
に整備

市内43小中学校
○アウトプット
【目標値】43小中学校
【実績値】43小中学校

感染症対策の為の物
品を購入した小中学校
数

購入した物品を用
いて感染症対策を
行うため

物品の購入により
感染症対策を実施
することができたか

市内小中学校において、
感染症対策を実施しなが
ら教育活動を継続すること
ができた。

90,128,189 20,000,000 R2.4.1 R3.3.31 R2補正
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事業完了
年月日

③　事業分類

令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業　効果検証

Ｎｏ 事業名 ①　事業の概要（目的） ②　事業対象

⑥　評価指標実績
（アウトプット、アウトカム）

【目標値】
【実績値】

総事業費

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金は、地方公共団体が地域の実情に応じて、感染症拡大防止や雇用維持・事業継続、経済活動の回復、強靱な経済活動の構築に向けたきめ細やかな事業を実施できるよう創設されました。
令和２年度において本市が当該交付金を活用して実施した各種事業の効果検証結果について公表します。

事業開始
年月日

④　設定した評価指
標

⑩　事業実績等を踏まえた
効果検証 予算区分うち交付金

⑤　評価指標の設
定根拠

⑧　検証方法の選
定根拠

⑦　効果の検証方法
※アンケート調査、聞き
取り調査、数値目標の
設定・確認等、具体的
な検証の方法について

記載してください。

⑨　事業効果の判
断指標

資料４（別紙①）

45
学校臨時休業対策費
補助金

新型コロナウイルス感染症の影響により、市内の
公立小中学校が臨時休業となった令和２年３月２
日から26日までの期間、学校給食も中止となり、
給食に使用する予定だった食材の納入を停止し
たが、国の緊急経済対策を受け、その対象となる
食材の加工業者に対し、臨時休業中における収
入予定額の一部を助成する。

（公財）宮崎県学校給食会
学校の臨時休業等を円
滑に進めるための環境
整備

臨時休校による給
食停止校数及び給
食関係事業者数

臨時休校により給
食停止となった小中
学校43校及び転用
転売が難しい米飯・
パン・牛乳を販売す
る事業者

○アウトプット
【目標値】
対象校：小中学校43校
対象事業者：米飯・パン・牛乳の
販売業者
【実績値】
対象校：小中学校43校
対象事業者：４業者
パン・米飯　1業者（4,188,284円）
米飯　　　　　1業者（492,536円）
パン　　　　　1業者（11,017円）
牛乳　　　　　1業者（2,981,222
円）
合　計　　　　4業者（7,673,059
円）

対象事業者から臨時休
業に係る加工賃相当額
の積算表を提出

国の補助要綱に基
づき、加工賃相当
額の積算を行って
いるか確認をするた
め

臨時休校により影
響を受けた事業者
への支援ができた
か

小中学校の長引く臨時休
校により影響を受けた給食
関係事業者を支援したこと
で、学校再開後も児童生
徒へ安定的な学校給食を
提供できた。

7,673,059 1,900,000 R2.9.28 R2.10.27 R2補正

46
感染症対策営業時間
短縮要請協力金給付
事業

本県で新型コロナウイルスの第３波により感染者
が急増する中、県内でのさらなる感染拡大を防止
するとともに発生地域での徹底的な封じ込めを図
るため、県は、令和3年1月9日に飲食店の営業時
間の短縮要請を県下全ての圏域に行い、1月20日
には要請期間の延長を行った。これに伴い、酒類
を提供する飲食店については《第1期》1月9日～1
月22日、《第2期》1月23日～2月7日、酒類を提供
しない飲食店については《第1期》1月11日～22
日、《第2期》1月23日～2月7日までの期間、営業
時間の短縮を行い、ガイドラインを遵守する飲食
店に対し、県と連携して協力金を支給する。

営業時間短縮要請等に協力し
た市内飲食店の事業者

事業継続に困っている
中小・小規模事業者等
への支援

申請件数

県の要請に協力し
た店舗数が多いほ
ど要請の目的であ
る感染拡大の防止
が達成できるため-

○アウトプット
【目標値】第1期　1,000店舗
　　　　　　 第２期　1,000店舗
【実績値】第1期　　 762店舗
　　　　　　 第２期   　768店舗

申請件数

効果を確認できる
具体的な指標として
最適だと考えたた

め。

目標値に対する実
績値の割合

前回実施した同様の事業
から目標値を設定し、７割
以上の店舗が県の要請に
応じたことにより、感染拡
大防止に寄与したと考えて
いる。

916,853,166 90,000,000 R3.1.9 R3.3.31 R2補正

47
GIGAスクール端末、
教育用コンピュータ整
備事業

新型コロナウイルス感染症の発生等による学校
の臨時休業等の緊急時に備え、ＩＣＴの活用により
全ての子どもたちの学びを保障できる環境を早急
に実現しなければならないが、新型コロナウイル
感染症の収束が見通せない中、一日でも早く環境
を整備する必要がある。そのため、GIGAスクール
構想に基づき導入する学習者用端末7,810台（補
助対象分6,238台、地財措置分1,572台）を一元的
に管理できるソフト（管理コンソール）を調達する。

市内小中学校
リモート化等によるデジ
タル・トランスフォーメー
ションの加速

導入する学習者用
端末分の管理コン
ソール

GIGAスクール構想
に基づき導入する
学習者用端末7,810
台

○アウトプット
【目標値】7,810台分
【実績値】7,810台分

納入端末分

購入した端末に対
するソフト（管理コン
ソール）であるた
め、台数により検
証。

納入端末分
一人一台の端末を整備
し、一元的な管理が可能と
なった。

30,498,050 30,000,000 R3.1.29 R3.3.1 R2補正

48
テレワーク等リモート
環境整備事業

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受けて、
不要不急の外出禁止や自粛等の対策の長期化
が見込まれるほか、多様な働き方の推進や災害
時の事業継続確保等に活用するため、テレワーク
等リモートで業務ができる環境を整備する。

延岡市
リモート化等によるデジ
タル・トランスフォーメー
ションの加速

○アウトプット
月間テレワーク実
施日数

テレワークの環境
整備であることか
ら。

○アウトプット
【目標値】　延50日/月
【実績値】　延85日/月

端末等の貸出実績を確
認

環境整備による利
用実績を把握する
ため

目標値を達成して
いる（R3年度実績：
延1,023日）

新型コロナウイルス感染症
への対応や働き方改革に
係る職員の柔軟な勤務体
制の確保を図ることができ
た。

3,581,155 3,500,000 R3.1.6 R3.3.16 R2当初

49
テレワーク等リモート
環境整備事業

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受けて、
不要不急の外出禁止や自粛等の対策の長期化
が見込まれるほか、多様な働き方の推進や災害
時の事業継続確保等に活用するため、テレワーク
等リモートで業務ができる環境を整備する。

延岡市
リモート化等によるデジ
タル・トランスフォーメー
ションの加速

○アウトプット
月間テレワーク実
施日数

テレワークの環境
整備であることか
ら。

○アウトプット
【目標値】　延50日/月
【実績値】　延85日/月

端末等の貸出実績を確
認

環境整備による利
用実績を把握する
ため

目標値を達成して
いる（R3年度実績：
延1,023日）

新型コロナウイルス感染症
への対応や働き方改革に
係る職員の柔軟な勤務体
制の確保を図ることができ
た。

1,518,000 1,500,000 R3.1.6 R3.2.24 R2補正

総計 4,174,091,504 2,402,398,000
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